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1881年のポグロム分析（2）

黒　川　知　文

n．ヘルソン県のポグロム

　ヘルソン県はクリミア半島の北酉に広がり，ドニエプル川以西に位置する。

県都はヘルソン市。黒海北岸の低地を占め，気候は乾燥した大陸性気候で冬は

暖い。この県において，最初のポグロムが発生した。すなわち，4月15日にエ

リサヴェトグラード市においてポグロムは発生し，その後49箇所において1ケ

月にわたって発生した。それらは，市，小市，村などを発生地としている。

　ヘルソン県のポグロムは，第一にポグロムの原因を考える上で，発火点であ

ることから研究する必要がある。第二に，都市におけるポグロムと村落におけ

るポグロムとを比較分析する上でも研究する必要がある。そこで，r史料集』

の中で特にヘルソン県のポグロムを選び，分析することにするω。クタイソフ

伯によるr史料集』は，彼が実際にポグロム発生後にヘルソン県を訪れ，集め

た革）のである。具体的には，地方政府諸機関の公的調査書，関係者ならびに地

元住民との会見記録などをその内容としている。これらの史料によって，以下

の4点からホグ目ムそのものを分析したいと思う。第一にポグロム発生直前の

状況，第二に発生状況，第三に民衆の行動，第四に警察の対応である。

1．発生直前の状況

　発生直前の状況については，エリサヴェトグラード市，アナニエフ市，ベレ

ソフカ小市のr史料集』に記録されている。以下，順に見ていくことにする。

（1〕エリサヴェトグラード市

　r復活祭の3週間ほど前に，エリサヴェトグラード郡とアレクサンドル郡な

どにおいて，ユダヤ人に対する虐殺がまもなく起さ’るという噂が人々の間に広
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まった。一これらの噂によって新ロシア通信社（H0BOpOc舳。Ki尚Teハel’p；1・

φ1。）の人々は，その危険性について報道すべき必要を感じた。彼らは定期刊

行物に噂に関することを掲載した。また，地方当局者は，復活祭に生じるかも

知れないこの暴動を未然に防ぐために，必要な手段を取った。すなわち，3月

31日にはエリサヴェトグラード郡警察が，4月5日にはアレクサンドル郡警察

が，各地方警察署長に来るべき暴動に対して予防手段を取ることを命令した。

4月10目には，ヘルソン県知事が，全ての郡警察，市警察署長に電報を発し

た。それは，軍隊の協力によって暴動の予防と秩序を維持せよとの警告であ一、

たω。」

　この警告により，市警察署長ボルガノヴィチは，第七騎兵師団皇帝随員陸軍

少将コシーチの協力を得て，30人の歩兵下士官を警察署に補充し，20人の騎兵

を夜警の任に着かせた。また軽騎兵ベロルシヤ連隊が，市の中心部に配備さ

れ，暴動が生じると警察署に急使を送ることになっていた。さらに，ユダヤ人

の経営する居酒屋二は，復活祭の週の3日間（4月12目から14日まで）店を閉じ

るように命令された。

　軍隊の協力と，ユダヤ人経営の居酒屋二が閉じられたことにより，復活祭の4

日間，4月15目まで市内は平穏であった。そのためボルガノヴィチは軍隊の配

備を解き，県知事に異状ないことを電報で報告した。この2時間後に，ポグロ

ムは発生する㈹。

（2）　アナニエフ市

　ユダヤ人虐殺に関する噂は，復活祭の始まる以前に広がっていた。県知事の

電報を受けた夜，夜警が強化された。さらに，復活祭の初目の4月12目から地

方下士卒による巡視が行なわれた。市長パルチェスクルは「馬に乗って郊外に

出向き，『ユダヤ人を虐殺してもよいという噂を信じてはいけたい』ことを民

衆に説き聞かせた㈹。」その後80人のr危険思想を持たない市民ω」を選び，必

要に応じて警察に協力することを約束させた。

　ここにおいては，警察と軍隊による巡視の強化，市長の説得，市民の協力要

請などの予防手段が取られている。

（3）ベレソフル小市
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　暴動の2，3目前に，同様の蟻が流れていた。また4月27日が日曜」日で市場

が開かれることになっており，これには多くの人々が集まるので，ゴダヤ人に

対する暴動の可能性があった。そのため警察署長ボイツェホフスキーは，隣村

の巡査，農民から選ばれた巡査，さらに100人のr危険思想を持たない農民」

と一を集めた。これらの人々は，26目の朝，当地に到着し，宿舎に集まり警察署

長から召喚の目的と，治安維持の手段とが説明された。各巡査には，25人ずつ

の農民が配属された。この農民は他と区別するためにr警察命令による」（B

pacH0p兜桝HiH　m〃1市i）という名札が着けられた｛6〕。

　これら3箇所における発生直前の状況には共通点がある。第一に，「ユダヤ

人を虐殺してもよい。」rユダヤ人虐殺が起きる。」という噂が広まっているこ

と，第二に，県知事から「暴動を予防せよ」との電報を受けたこと，第三に，

それに従って地元の警察署長が暴動予防手段を取っていること，などである。

特にそれは，軍隊や市民，農民の協力を得た予防手段であり，復活祭の週や市

場の日など；暴動発生の可能性のある日を警戒しているρ発生直前において，

十分に予防手段が取られたにもかかわらず，ポグロムは発生した。どのように

して発生したのであろうか。

2．発生状況

　第5図はヘルソン県におけるポグロムの発生状況を示す。エリサヴェトダラ

ード市で始まったポグロムは，翌日にア＝レクサンドル郡，1日後にぼズナメソ

カ鉄道駅とゴルタ村，10日後にアナニエフ市とベレソフカ小市，1月後にチラ

ースポリ郡，その一週間後にオデッサ郡へと広かった二発生日と発生箇所数を

示すと以下のようにたるω。

　4月15日　1箇所

4月16目　4箇所

4月17目　13箇所

4．月18月　8箇所

4月19目　4箇所

4月20目　2箇所

4月21目　4箇所
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一4月26日’

4月27目

4月28目

5月4日

5月6目

5月10目

2箇所

6箇所

3箇所

1箇所

1箇所

1箇所
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人グリチェフスキーの居酒屋で，市民が集まり喧嘩が起きたことを知らされ

た。現場に行くと，居酒屋の近くの通りに，労働者から成る民衆が集まってお

り，市民の一人イワン・レドレンコが，『ユダヤ人に殴られた』と言明した。

署長は群集に解散を命じたが，すでに強い興奮状態にあ・1，た群集は，それに従

わず，通りからさらに人々が集ま一、できた。『ユダヤ人が，おれたちを殴りに

来るぞ』彼らは口々に叫びたてた。そして数分後に群集は，通りにあるユダヤ

商店のガラスを割り，ユダヤ人を追い始めた㈹。」

　群集による一種のパニック状態といえる。市の郊外においては，主に夜中に

暴動は発生した。15日の午後11時頃，馬市場の近くのユダヤ人レイバ・レズニ

コフの家が破壊された。また夜半過ぎには，パルク小市，クレエフカ小市，コ

ワレブカ小市，ブイカポイ小市の居酒屋と下級食堂で暴動が発生した。

　翌16目午前7時に，市民は再び市の郊外に集まり始め，近村の農民もこれに

加わり数を増した。彼らは徹夜で警備していた軽騎兵師団の疲労をついて，ユ

ダヤ商人イプカ・ブロンベルクの家を破壊し始めたω。

（2）アレクサンドル郡

　エリサヴェトグラード市から10キロ程離れたブィソコブエラクスキー郷の4

村で発生した。これらの村の農民は「エリサヴェトグラード市の暴動とその参

加者が罰せられなかったことを聞き知り『ユダヤ人を打ち，彼らの家財を破壊

せよ』との政府命令が出たことを確信した00〕。」そして16目の夜，マロイ・マ

マイク村で農民が居酒屋を破壊し始めた。19日には，アレクサンドリア市にお

いて，広場に集まった300人あまりの群集がr残忍なユダヤ人，強欲なユダヤ

人め」と叫びながら，ユダヤ人家屋や商店に石を投げつけた。

（3）ズナメンカ小市

　鉄道駅において17日朝5時から昼まで暴動が発生したが，その状況に関する

詳しい記録は『史料集』にはないuI）。

（4）ゴルタ村

　17日午後8時，警察署長の不在時に，駅のまわりに集まった約40人の群集

は，ユダヤ人家屋に向かって叫び声をあげ，窓ガラスを壊し始めた㈹。

（5〕　アナニエフ市
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　25日に暴動の前兆が見られる。　「数名の少年が，ユダヤ商店へ行ぎ，菓子，

タパうなどを取り払わずに走り去った。」

　20目午後4時，市の教会広場に民衆が集まり「ウラー」と叫び声をあげ，ユ

ダヤ人めがけて突進し始めた。アナニエフ市民イグナチ・レシェソコは，群集

に行動開始を命令した。興奮した群集は，「ユダヤ人が皇帝を殺した。」「ユダ

ヤ人虐殺命令はすでに出されたが，市長はそれを隠している。」などと叫びな

がら破壊活動を始めたα3〕。

（6〕ペレソフカ小市

　26日の午後3時までは平穏であったが，4時になると，キリスト教徒とユダ

ヤ穀物商人との間に争いが市場で生じた。数分後に群集は，　r叫び声をたて口

笛を吹きながら，村のユダヤ商店へ押しょせ，付近の二しタヤ人家屋も共に破壊

し始めた。rユダヤ人を殺せ，皇帝殺しのユダヤ人を』と群集は叫び，暴動を

止めようとする巡査に向かって『ユダヤ人に買収された警察は，ユダヤ人を殺

す命令書を隠している』と怒声をたてたuω。」

（7）チラースポリ郡

　ペレソフカ小市に近いペルナルドフカ村とヂェミドポム村において，目撃者

によれば，27日の夜，日曜目の市場をきっかけに発生している舳〕。詳しい記

録は『史料集』には無い。

（8〕オデッサ郡

　発生状況はチラースポリ郡と同様であった。5月4目にシュパイエル村とミ

ハイロフカ村において，16人の雑役人夫がユダヤ商店を襲撃した。時刻は不明

である㈹。

　以上8箇所におけるボグロ’ム発生状況には4つの共通点がある。それは以下

の通りである。

　第一に，暴動のきっかけは，居酒屋での喧嘩，ユダヤ商人との争いなど，い

ずれも小さなことにすぎない。しかしそれをきっかけに民衆が集まり暴動へと

発展している。第二に，暴動が発生した場所は，都市においては居酒屋，広場

など，小市・村においては，居酒屋，市場，下級食堂などであった。第三に，

暴動が発生した時刻は，都市においては昼間が多いが，村においては夜間ある
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いは早朝が多い。第四に，民衆はユダヤ人虐殺の政府命令を信じていた。これ

は彼らの叫び声からわかる。このことはエリサヴェトグラード市の暴動参加者

があまり罰せられなかったことによってたおさら強く民衆によって確信され

た。

　次に，民衆の行動を分析する。

3．民衆の行動

　詳しい記録のあるエリサヴェトグラード市における民衆の行動を見ることに

する。

　　「ユダヤ人を追う群集は，第17区の市場へと向かった。そこで商店を破壊

し，商品を通りに投げ捨てた。一転騎兵第2分隊が来て群集に解散を命じた

が，効果はなかった。郊外の馬市場付近でも群集はユダヤ人家屋のあらゆる家

庭用品を投げ捨てた。軽騎兵の到着と共に，彼らは夜の闇にまぎれて近くの公

園や峡谷に逃亡した。しかし，軽騎兵が去ると，彼らは再び集まり，3軒の娼

家を破壊した。夜半過ぎに，郊外のバルク小市などにおいて，群集は主に居酒

屋と下級食堂を襲撃した。朝になると彼らは自分の家へ帰った｛17〕。」

　16日午前7時に群集は，　r再ぴユダヤ商人イプカ・ブロンベルクの家屋にお

いて，ドアと窓ガラスを破壊し，家財を通りに投げ捨てた。さらに隣りのユダ

ヤ商人パルダフの家，また居酒屋，下級食堂などが破壊された。村から参加し

た農民も多く，勢力を増した群集は2つの集団を形成した。第一の集団は，ウ

スペンスキー通りのコーガンとモシュカ・レズニコフの家へ向かった。そこで

破壊活動をした後に軍隊によって散らされた。第二の集団は，市場付近におい

て居酒屋，酒貯蔵庫，ユダヤ人家屋などを破壊した。その後，興奮した群集

は，小売店を襲撃し，商品を通りに投げ捨てた〔工。〕。」

　以上の民衆の行動から以下のことが指摘できる。第一に，民衆はユダヤ人の

家屋，商店さらに居酒屋，下級食堂，酒貯蔵庫などを破壊している。それも窓

ガラス，ドア，家財，家庭用品などを破壊し投げ捨てている。第二に，彼らの

行動は破壊に目的があり，掠奪はあまり見られない。掠奪したのは破壊後に来

た人々であった。それは以下の記録でわかる。r破壊者の後に，主に農婦・青

年・子供から成る『裸足の軍隊』（60cOHOme　KOMa1似bl）と呼ばれる者たちがや
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って来た。彼らは家屋や商店から投げ捨てられた家庭用品や商品を集めた。ま

た警察によって保管されていたユダヤ人の家財なども，混乱を利用して荷馬車

達）ろともに持ち去った｛19〕。」さらに，民衆がユダヤ人の家財の破壊に専念した

ことは，以下の極端な例からもわかる。　r警察に届けられたユダヤ人の物品を

追いかけて，30人から成る農民は，役所に現われ，そこに集められたユダヤ人

の商品，家財を徹底的に破壊した（20〕。」

　群集の破壊活動はすべてのユダヤ人に対してなされたのであろうか。これに

ついて以下の記録が参考になる。rロシア人が住むユダヤ家庭は破壊を受けな

かった。さらに，ロシア人労働者に誠実で評判のあるユダヤ人の家屋のいくつ

かは無事に残った。」民衆による日常のユダヤ人に対する感情が暴動に反映し

たといえる。

　暴動の指導者ま）るいは扇動者の存在について次に見ていくことにする。アレ

クサンドル郡のマリエフク村においては，プィソコプエラクスキー郷長のセバ

スチャン・レシェンコと，村長のイーゴリ・ファブリカとが農民たちを扇動し

た。その為に農民たちは，ユダヤ人を襲撃せよとの郷長命令が出ていることを

信じて伽〕，居酒屋に向かった。さらにイーゴリ・ファブリカは農民と共に居

酒屋へ行き，r大声で，r酒を飲め，ユダヤ人をやっつけろ。責任は全て私が取

る』と叫んで｛卿」彼らを鼓舞した。彼ら2人は扇動者として，18目の朝に逮捕

され，アレクサンドリア市警察署に連行された。同様な例は，エリサヴェトグ

ラード郡のグルスキー村に見られる。村長ロシェノフは，r居酒屋を破壊しよ

うとしている群集に対して，『やりたいことをやれ』と言い㈹，」自分は村から

逃亡している。彼も後に逮捕された。

　これらは，郷長・村長によるものであったが，民衆の指導者の存在はアナニ

エフ市のみに見られる。4月26日午後4時に，市の教会広場に集まった民衆に

攻撃命令を下した市民イグナチ・レシェソコは，　「逮捕され下士卒と警察署長

コペルスキーに護送されて警察に向かった。しかしその途中，彼の同調者たち

がカづくで彼を奪い返した。」レシェソコはその後も，「群集の先頭に立ち，イ

ワンツキー居酒屋に現われた。そこに下土卒が到着し，彼は再び逮捕された

が，群集のあまりもの乱暴的行為によって，郡警察は彼を釈放し，帰宅するよ
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うに命じた。」釈放されたレシェソコは，r自宅へ帰り，彼の同調者たちも彼に

従った。レシェソコが市の中心地から去った後，通りに集まっていた人魚はし

だいに暗くなったので家に帰ったω。」これらからわかるように，レシェソコ

は，確かに群集に攻撃命令を下したが，指導力はそれほど無く，一市民にすぎ

なかったと考えられる。

　以上に見られるように，ポグロムにおいて扇動者はごく少なく，しかもあま

り指導力を持ってはいなかった。ほとんどのポグロムは指導者も無く，計画も

無く，群集そのものが感情的に破壊活動をしたと言える。

　さて，アナニエフ市において，群集は力づくでレシェソコを警察から奪い返

したが，一般的に警察と軍隊に対して群集はどのような態度を取ったのであろ

うか。初期の段階においては，彼らは讐繁命令を無視している。そしてある場

合には，警察や仲裁に入った村長に対して罵声を浴びせている。例えば，4月

19目，アレクサンドリア市において，r群集の何人かは，軍隊に反抗して兵士

に石を投げつけ，『ユダヤ人の雇われ者め』と悪名呼ばわりした㈱」とある。

4月26日，ベレソフカ小市においては，暴動が始まると，　r替察に協力するよ

うに命令されていた農民は，名札をもぎ取り群集に加わった。その為に群集の

数は，ますます増加した伽〕。」また，27目，チラースポリ郡ペルナルドフカ村

においては，「暴動発生時に村長は群集に解散するように命じたが，群集は，

『もしユダヤ人の味方をすると，お前もたぐるぞ‘珊。』とおどした㈱。」とある。

　しかし初期においてこのように反抗した群集も，暴動を制止する為に軍隊が

到着すると，逃亡するか逮捕されている。4月16日にオリビオポリ槍騎兵連

隊，17目にサモスツキー歩兵連隊がエリサヴェトグラード市に到着すると，暴

動は完全に終止した‘舶〕。アレクサンドル郡でも，警察署長シロフスキーの命令

に従って，「農民たちは集められ，ユダヤ人家屋で掠奪した物を捨て始めた。

壊れた家具，破れたふとんと枕，空のウォッカ以外の全ての掠奪物はこうして

集められ，ユダヤ人に戻された（30〕。」ズナメンカ小市近くのスポトツァフ村，

ホクロフスク村においては，村長の命令によって暴動は制止された‘3I〕。さら

に，アナニエフ市においては，暴動が発生して2日目の夜10時に「事態収拾の

為に12人の下士卒と，62人の軍隊がやって来るという曙が広まった。そのため
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サモスツキー歩兵連隊が，28日早朝に市に到着すると，すでに暴動は止んでい

た㈱。」

　以上，民衆の行動からわかることは，以下の四点である。

　第一に，民衆はユダヤ人の家屋，商店や家財などの破壊活動に集中してお

り，その後掠奪する集団が見られた。第二に，この破壊活動は，ユダヤ人に限

っでなされたが，ロシア人の住むユダヤ家庭，評判の高いユダヤ人の家は破壊

されなかった。第三に，扇動者は若干見られるが，それもあまり指導力を有し

ていなかった。ほとんどの場合，民衆が無計画に，感情的に暴動を起こしてい

る。第四に，初期には民衆は警察に反抗しているが，軍隊が到着すると，その

命令に従った。

　次に，ポグロムを制止する警察側の行動を分析する。

4．警察の対応

　アナニエフ郡ゴルタ村は，ブゴム川をはさんで，オリビオポリ市の対岸に位

置する。人口は約3，000人でうちユダヤ人は約800人である。ユダヤ人は鉄道駅

オリビオポリの近くに集落を形成していた。『史料集』には，ゴルタ村の警察

署長の行動が詳しく記録されているので、それを見ることにする。

　4月17目午後8時，オリビオポリ駅に集まった約40人の民衆は，ユダヤ人集

落に襲撃を加えた。この時，オリビオポリ市醤察署長リフタソスキーは，「プ

ゴム川の向こうのゴルタ村から警鐘と異様な叫び声とを聞きつけ，13人の下士

卒と共に船に乗りゴルタ村へ向かった。ゴルタ村警吏から，200人余りの群集

が，ユダヤ人家屋を破壊しているのを聞き知り，リフタソスキーは急いでオリ

ビオポリ市に戻った。市において市長ミハイルの指示によって，約70人の市民

が集められゴルタ村の暴動収拾に向かった。アナニエフ郡警察署長も同じ頃に

ゴルタ村に到着し，その後到着したアナニエフ市警察署長ナシェージンと共に

事態収拾に専念した。彼らの協力によって，暴動は朝3時におさまり，13人が

逮捕された㈹。」

　警察は一貫して暴動収拾の為に努力していることがわかる。ゴルタ村の場合

は，市と郡の警察の協力によって暴動は収拾したが，軍隊の協力を得た箇所も

あった。それらを調べると以下のようにたる。なお人数については判明してい
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だい箇所もある。

（1）エリサヴェトグラード市

　　オリビオボリ槍騎兵連隊

　　サモスツキー歩兵連隊

　　軽騎兵ベロルシヤ連隊

　　第七騎兵師団の騎兵下士卒20人

　　同師団の騎兵幼年学校兵士

（2）アレクサンドル郡

　　軍隊の筋力なし

（3〕ズナメンカ小市

　　オリビオポリ槍騎兵部隊

　　第一三騎砲兵中隊18人

　　地方連隊と第二西部騎砲兵中隊計200人

（4〕ゴルタ村

　　軍隊の協力なし

（5）アナニェフ市

　　サモスッキー部隊62人

16）ペレソフカ小市

　　コサック騎兵中隊100人

（7）チラースポリ郡

　　軍隊の協力なし

（8〕オデッサ郡

　　軍隊の協力なし

　これらからわかることは，都市においては軍隊の協力を要しているが，郡部

においては要していないということである。郡部においては，他の地方の警察

の協力を得るか，地元民の協力によって事態を収拾している㈹。

　以上，ポグロム時における警察の行動からわかることは，第一に，警察は，

ポグロム発生直前から一貫して収拾策を取っていること，第二に，その収拾策

は都市においては軍隊の協力を積極的に得ることによって，また郡部において
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は他の地方警察の協力によってなされたこと，たどである。

5．結　論

　ヘルソン県におけるポグロムのこれまでの分析をまとめると，以下のように

たる。

1）発生直前において，ユダヤ人虐殺命令が政府から出たとの噂が広まったこ

　と，それによって「暴動を予防せよ」との県知事の電報が打たれ，警察は予

　防策を取っている。

2）小さた争いをきっかけにして，都市においては居酒屋，広場など，小市・

　村においては居酒屋，市場，下級食堂などで暴動が発生した。特に都市にお

　いては昼間，村においては夜間に暴動は起き，その際，民衆はユダヤ人虐殺

　の政府命令を信じていた。

3）暴動時において，民衆は，ユダヤ人家屋，商店さらに居酒屋，下級食堂，

　酒貯蔵庫などを破壊しており，その後『裸足の軍隊』と呼ばれる集団が掠奪

　した。彼らの破壊活動はほとんどの場合ユダヤ人のみに限定しており，しか

　も特定の指導者を持たない，無計画だ，感情的とさえ言えるものであった。

　さらに，初期においては警察に反抗したが，軍隊が到着すると命令に従っ

　た。

4）警察は一貫して暴動収拾策を取っており，その際都市においては軍隊の協

　力を要請し，郡部においては，他の地方の警察の協力を要請した。

　以上，ヘルソン県のポグロムを分析することによって，ポグロムがどのよう

な暴動であったのかが理解できた。次に，この分析を元にして，ポグロムの性

格について考察する。

（言主）

（1）MaTepH舳H，cTp．468－485に，ヘルソン県に発生した各ポグロムの詳細な記

　録がある。それは以下の通りである。

　　エリサヴェトグラード市　cTp．468－477．

　　アレクサンドル郡　cTp．477－478．

　ズナメンカ小市　cTp．478－480。

　　ゴルタ村。Tp．480，481．

　アナニエフ市　cTp，481－482。
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　　　ベレソフカ小市　cTp．482－484．

　　　チラースポリ郡。Tp・484－485・

　　　オデッサ郡。Tp．485．

（2）　TaM　凧e，cTp・468・

（3）　了日M水。，cTp．469・

（4）　TaM猟e，cTp・481・

（5）　ロシア語ではHem日秋モ6ハar0H膿e｝KH！、lx　o6HBaTeJIe聞一

（6）MaTepHaハ齪，cTp・482・

（7）　TaM挑e，cTp・487・

（8）　TaM挑e，cTp，469・

（9）　TaM汎e，cTp・470・

（1O）　TaM挑e，cTp．477・

（ll）　TaM汎e，cTp．478－479・

（12）　TaM汎e，cTp・480・

（13）TaM”くe，cTp・481・

（14）　TaM猟e，cTp．482－483・

（I5）　TaM汎e，cTp．484・

（16）　TaM淋e，cTp．485一

（17）　TaM凧e，cTP．470・

（18）　TaM挑e，cTp・471・

（19）　　TaM　激e，cTp・470・

（20）　TaM汎e，cTp・470・

（21）　TaM淋e，cTp・471・

（22）　TaM汎e，cTp．478・

（23）　TaM沢e，cTp・478・

（24）　TaM猟e，cTp．475・

（25）　TaM凧e，cTp・481－482・

（26）　TaM汎e，cTp．477・

（27）　TaM桃e，cTp・483・

（28）　TaM激e，cTp・484・

（29）　TaM汎e，cTp・471・

（30）　TaM猟e，cTp．478・

（31）　TaM挑e，cTp・479・

（32）　TaM沢e，cTp・482・

（33）　TBM汎e，cTp・480－481・

（34）ベレソフカ小市においては，軍隊とともに，近村のドイツ人農民の協力をも得

　　　ている。TaM挑e，cTp・482を参照。
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III．ポグロムの性格

　1881年のポグロムの性格については，主として二つの立場がある。ユダヤ人

歴史家の何人かは，これを政府の計画によって引き起こされたものと考える｛I〕。

一方同時代の他の歴史家は，全く自然発生的なものと性格づけているω。この

問題については『史料集』に限界があるために，明確に判断は下せられない。

そこで，さしあたって，これまでの分析結果によって，ポグロムの性格を考察

したい。

1．民衆の自発性

　ポグロムが民衆の自発性によるものであることは，様々た観点から確かめら

れる。第一に，加害者がロシア農民と町人，それも下層労働者が多く，特に都

市においては出稼ぎ労働者が過半数を占めていたこと，さらに被害者も二・タヤ

町人，商人などの下層民であり，両下層民の対立というものがポグロムの根底

にあったといえる。

　第こに，小さな争いをきっかけにして，都市においても村においても居酒

屋，市場，下級食堂だとの両下層民が日常接する場所においてポグロムは発生

した。ユダヤ人に対して抱く日常的な敵意というものが，ポグロムにおいて反

映したといえる。それは破壊活動はほとんどの場合ユダヤ人に限定されている

こと，例外としてロシア人にも評判の高いユダヤ人に対しては襲撃したかった

こと，などにも現われている。しかも，民衆は富裕ユダヤ人よりはむしろ同じ

下層のユダヤ人を攻撃した。それも掠奪が目的ではなく，破壊することに彼ら

は集中した。これらから，ポグロムは，経済的利害によるユダヤ人ブルジョワ

ジーに対するロシア人プロレタリヤードの闘争ではなかったと考えられる。な

ぜならば，もしそのような闘争であるなら，ロシア人は富裕ユダヤ人を攻撃

し，しかもその家財を掠奪することに集中したと考えられるからである。

　ユダヤ人に対する日常的な敵意から生じる自発的な民衆のエネルギーは，ポ

グロム発生時においては，警察，軍隊の制止力を押し返すほど強いものであっ

た。またそれは民衆感情によるものであるから，長く継続したかった。そのた

めに，ほとんどのポグロムは，1，2日経て終わり，また全体的趨勢も時とと

もに弱まる傾向にあった。民衆感情に根ざすこのエネルギーは，さらに別の角
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度からとらえる時に，より深く理解できる。それは宗教的角度からである。

2．宗教性

　ロシア正教では12の大きな祝日がある。復活祭（3〕は，これらすぺてにまさる

別格の大祭である。復活祭以前の1週間は受難週と呼ばれ，信仰深い農民たち

は断食する。この週の金曜日には，キリストの苦難と死とを記念して埋葬の模

倣儀式を行なう。翌土曜目の夜半少し前に，人々は教会に集まり十字行ωを行

なう。その後司祭がキリストの復活を告げ，人々はrキリスト甦り給えり。」と

唱和する。復活祭後の1週間は，光明週間と呼ばれ，祝祭気分にあふれる。ポ

グロムはこの週に発生した。すなわち，敬度たロシア正教徒である農民が1年

のうちでも最も宗教的感情が高揚し，教会を中心に集まる時に，キリスト殺し

のユダヤ人に対する暴動が発生したといえる。これは第一に，ポグロム発生地

が都市よりも村が圧倒的に多かったことの説明とたる。第6図は，ポグロム発

生地とロシア正教会勢力地との関係を示す。これを見ると，ロシア正教の代表

的た大寺院と修道院の位置とポグロム発生地とがほぼ重なることがわかる。す

なわち南ウクライナがそもそもロシア正教の地域であるが，その中でも特に正

教の伝統が強い地方にポグロムは発生したということができる。言いかえれ

ば，宗教的伝統の強い村を中心にポグロムは発生したとたる。

　ポグロムの宗教性は，第二に，逮捕者の中に，古儀式派，無司祭派などのロ

シア正教の急進的セクトが含まれていたことの説明とたる。これらのセクトは

17世紀中頃の二一コン宗教改革に反発して，非ロシア的要素を拒否するも0）で

あった（5〕。17世紀後半には，政府の迫害を逃がれ，北海沿岸地方と南ウクライ

ナに共同体を形成していた。特に南ウクライナには，司祭派だけでなく，とり

わけ急進的な無司祭派も進出していた。このセクトは，ウクライナ農民，コサ

ックなどにその信奉者を見出したω。非ロシア的要素を強く拒否する教儀のた

めに，ポグロムにおいてこのセクトは積極的に活動したと考えられる。

　さらに，農民の宗教性が生み出した皇帝崇拝も，ポグロムに反映している。

神の支配を地上で行なう皇帝に対する崇拝は，ロシア農民に根強く存在してい

た。このために，アレクサンドル皿世暗殺事件後のr皇帝はユダヤ人によって

殺された」という噂㈹，さらには，ポグロムの起爆剤ともなったrユダヤ人を
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虐殺せよとの政府命令が下った」という噂は，復活祭を迎えて宗教的感情の高

揚した農民に宗教的反ユダヤ感情を呼び起こさざるをえなかった。ユダヤ人虐

殺命令は，彼らにとってもはや疑いの余地のない事実となり，ポグロム発生時

にあっては制止する軍隊，警察をユダヤ人に買収された者と決めつけるほど強

い確信となって彼らに働いたと考えられる。

　以上をまとめると，日常接するユダヤ人に対するロシア下層民の敵対感情，

さらに宗教的感情に根ざしたロシア農民の反ユダヤ感情といったものが，ポグ

ロムにおける民衆の主要なエネルギーであり，一 ｻれが民衆の自発性と宗教性と

いうポグロムの性格を形成したと考えられる。

（駐）

（1）　この立場は以下の歴史家によってとられてい乱　トゥブノープ（C舳！0H八y6－

　　H0目），グリーンバーグ（Louis　Gre㎝berg），バロン（Salo　W，Bar㎝），エテ

　　ィンゲル（Shmuel　Etti皿ger）など。いずれもユダヤ人の歴史家である。

（2）　B・兄・兄K0BハeB－BoryHapcKH軋H3HcTOpHH「10ハHTHHecKo尚Bopb6H，1912，

　　ハ＾0cKBa，cTp・219

（3）元来ユダヤ教の過越の祭を意味するバス■バ（ロシア語および近代ギリシア語

　　の発音。フランス語のパークも同語源）の名称で知られるこの祭は，移動祝日で

　　あって，毎年の日が一定したい。ニケーアの第1回公会議でr春分のつぎの満月

　　に続く日曜日，もし春分の当目が満月にあたる時は，つぎの満月に続く日曜日」

　　と決定した。したがって年によって1か月以上のずれが出るが，通常は4月に祝

　　われる。

（4）司祭に従い十字架を持って教区を巡回すること。ピンダリー著，前掲書，188

　　頁。

（5）彼らは二一コンによる改革の中で，十字を切る指が2本から3本になったこ

　　と，儀式中のハレルヤ唱和が2回から3回になったこと・主イエスの表記が「イ

　　ウスス」からrイイスス」になったこと・などに特に反発した。

（6）1690年代には，オネガ湖と白海との間に，ヴィグ共同体たるものが形成されて

　　いた。

（7）特に下層階級への浸透が見られる。古儀式派に関しては以下を参照した。

　　ハ。C．CMHpH0B、，HcTopi兄PyccKaro　Pac1く。ハa　CTapao6pH五。T旧a，C－HeTep－

　　6yp冊，1895．Billington，James．H，The　Icon　a皿d　Axe：An　Interpre－

　　tative　History　of　R1』ssian　Culture，New　York，1967

（8）　アレクサンドル皿世暗殺グループにはゲシヤ・ゲリフマン（Fe㏄兄「e帖ΦMaH）

　　というユダヤ人の女性がいた。しかし，彼女は革命主義者の住所録を保持してい
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　　　たということだけによって逮捕された。彼女には死刑の判決が下ったが，妊娠し

　　　ていたために刑の執行は延期された。出産後，結局獄死した。Sim㎝Dubmw，

　　　History　of　the　Jews，New　York，1973．Vol．v，p．514を参照。

　課題

　ところでポグロムのエネルギーとはどのようなものであったのか。これにつ

いては，ポグロムは第一に民衆の自発性によるものであるから，民衆の次元に

視座を据え，経済的利害状況をまず調べる必要がある。それとともに第二の作

業として民衆の宗教的感情に根ざした対立状況についても考察する必要があ

る。これら二面からの考察により，民衆のポグロムを起したエネルギーとポグ

ロムの発生原因が解明できると考えられる。

（筆者の住所：香川県木田郡三木町池戸2704－8）


